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第１章では、酸化感受性 TRP チャネル群の中でも、TRPA1 特有の機能を同定してい















な S-ニトロシル化の達成を目的としている。NO を遊離する化合物では TRPC5, C1, C4, 







ことで TRPA1 選択的な S-ニトロシル化を可能にしていることから、本成果は NO の生
理機能に着目した新規薬剤の創生の足がかりになることが期待される。  
第３章では、H2O2 感受性を有する TRPM2 に着目し、TRPM2 が炎症性疾患である関
節リウマチの悪化に重要であることを明らかにしている。関節リウマチは、関節軟骨






ルを wild-type マウスと Trpm2 遺伝子欠損マウスに適用して症状を比較している。その
結果、Trpm2 遺伝子欠損マウスでは、四肢の腫れ、関節腔への炎症性細胞の浸潤、骨
の損傷といった各種関節リウマチ症状が wild-type マウスよりも大きく抑制されること












以上、本論文は、酸化感受性 TRP チャネル等の機能について実験を行い、TRPA1 及
び TRPM2 等の新しい薬理学的・生理学的機能を明らかにしており、結論では、本論文
で得られた成果について要約している。  
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
